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男性の子育てのヒントになる情報を発信

専門家コラム
西村医院 小児科医師 渕上 佐智子さん01
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問い合わせ先：こども未来課 子育て支援チーム 055-989-5573

RSウィルス感染症はご存知ですか？

RSウイルスは、新生児や乳幼児に重篤な呼吸器感染症を起こすことが最も多いウイルスです。
RSウイルス感染症は、せき、くしゃみなどによる飛沫感染や接触感染により感染します。生後
1歳までに50%以上の人が、2歳までにほぼ100%の人が一度はRSウイルスに感染します。 初感
染のうち20～30％が気管支炎、肺炎となることがあり、生後6か月未満、特に生後1～2か月の
入院症例が多いことが報告されています。再感染も多く報告されていますが、多くの場合、初
感染より軽症です。年長児、成人も感染しますが多くは軽症です。しかし、高齢者が感染する
と重症となる場合があります。
現在そんなRSウィルス感染症に対してワクチンがあります。重症化する高齢者と生後まもな

い赤ちゃんを守るためのワクチンです。60才以上向けのアレックスビーと妊娠24～36週の妊婦
さんが接種してお腹の赤ちゃんに抗体を移行させて赤ちゃんも感染予防する母子感染予防にア
ブリスボ(60才以上の成人も可)があります。

小学校入学後の百日咳患者さんが増えています。

乳児期にしっかりと三種混合、四種混合、五種混合ワクチンを接種をしていても10才位にな
ると百日咳の抗体価が低下することが知られています。小学校入学後子どもたちの百日咳を減
らす為には、小学校入学前の年長さんはMRワクチンの2期の時期に合わせて三種混合（DPT）
ワクチンを任意接種で接種しましょう。現在11~12歳でジフテリアと破傷風予防の二種混合
（DT）ワクチン（定期接種・不活化ワクチン）を接種します。二種混合ワクチンには百日せき
ワクチンが含まれていないために、大人になって百日咳が流行するという問題があります。百
日咳にかからないためには、二種混合ワクチンに代わって三種混合（DPT）ワクチンを任意接
種で接種しましょう。

任意接種になるとお金がかかってしまいますので本当に保護者の負担は大きいと思いますが、
予防接種でかからないようにできる病気からこども達を守っていきましょう。

あなたも投稿してみませんか

採用者には、こども商品券贈呈！
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NGF(ナイス グランド ファザー)講座開催！

11月15日(土) に町内在住・在勤のおじいちゃ
んを対象にパーソナルカラーを学ぶ講座やあした
か牛や四ツ溝柿など地元食材を使った料理講座を
開催しました。どちらの講座も参加者が楽しく学
べた様子でした。
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